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マ ンデル ＝ フ レ ミ ン グ ・ モデル と 物価水準

徳島 武

抄録

マ ン デル ＝ フ レ ミ ン グ ・ モ デル に おい て 、 一定 と 設定 す べ き 物価水準 は 、 所与の貨幣賃

金 率 の 下 で の 、 完全雇用 を実現す る 物価水準で あ る 。

キ ー ワ ー ド ： 相互依存、 マ ン デル ＝ フ レ ミ ン グ ・ モ デル、 財政政策、 金融政策、 進化ゲー

ム、 ナ ッ シ ュ 均衡、 国 際協調、 イ ン フ レ期待、 物価水準
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1 . はじめに

徳 島 (20 1 3) 、 （20 1 4) 、 （20 1 5) 、 （20 1 6) 、 （20 1 7) の一連の論文に よ り 、 国 際マ ク ロ 経済学
の代表的モデル で あ る マ ン デル ＝ フ レ ミ ン グ ・ モ デル を 用 い て 、 変動相場制下 の財政金融

政策の相互依存 に つ い て の分析が展開 さ れた。 そ こ で は 一貫 し て 、 物価水準 は 一定 と 仮定

さ れ た。 本論文 で は 、 ど の 物価水準 を 一定 と す べ き か に つ い て 分析す る 。 2. で 分 析 を 展
開 し 、 3. で ま と め る 。

2. 分析

財政金融政策の 目 的 は、 完全雇用、 完全雇用 実質国民所得の実現であ る 。 よ っ て、 こ れ
ら と 矛 盾 し な い よ う に 、 物 価 水準 を 設定 し な け れ ば な ら な い。 労 働市 場 の 均衡 に お い
て 、 実質賃金率 と 労働 の 限界生産 力 が 一 致す る 。 所与の貨幣賃金率 を 甘、 物価水準 を P、
労働の 限界生産力 を MPL、 雇用 さ れ た 労働量 を L、 実質国 民所得を Y と し 、 右下 の添字 の
f で完全雇用 を示す と 、

- = MPL (L（り）） ； MP{ < 0 < L' 
Pt 

が成立す る 1)。 両辺 は 一定 に な る 。 設定す る 物価水準 を 凡 と す る と 、

Ps = Pf の と き W = W ．．． 成立
Ps < Pr の と き W < W ．． ． 不成立
Pr < Ps の と き 百 < W .＼ 不成立

と な る の で、 設定す べ き 物価水準 は 、 所与の貨幣賃金率 の 下 で の 、 完全屈用 を実現す る 物
価水準 と な る 叫

3 . お わ り に

マ ン デル ＝ フ レ ミ ン グ ・ モ デル の分析に お い て 、 物価水準を 一定 と す る の が、 一般的な
仮定 で あ る が 、 ど の 物価水準 に 設定す る か は、 曖昧 に さ れ て き た。 本論文 に お い て 、 そ の

曖昧さ が解消 さ れ た と 言 え る だ ろ う 。

注

l) 完全雇用 実質 国民所得の実現 と 、 完全雇用 の実現 は 、 同値 で あ る 。

2) 総供給曲線に お け る 完全雇用 実質 国 民所得に対す る 、 最低の物価水準 に な る 。
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